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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，心理的暴力への予防行動を促す予防的介入の手法を開発し，その効
果検証を行うことであった。研究はインターネット調査（研究1，研究2，研究3），既存のデータの二次分析に
よる恋愛関係における恋人間暴力の激化やストーキングの激化過程の検討（研究4，研究5），地域コミュニティ
を対象とした実践的介入を行った（研究6）。しかし，COVID-19の流行もあいまって，介入実験やアプリ予防に
は到達できなかった。これらの研究によって心理的暴力から身体的暴力へと至る過程の実証やコミュニティでの
介入可能性について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to develop and test the effectiveness of a method 
of preventive intervention to promote preventive action against psychological violence. Studies 
included an internet survey (Study 1, Study 2 and Study 3), a secondary analysis of existing data on
 the intensification of romantic violence in romantic relationships and the escalation process of 
stalking (Study 4 and Study 5), and a practical intervention targeting local communities (Study 6). 
However, together with the COVID-19 epidemic, intervention experiments and application prevention 
could not be reached. These studies provided evidence of the process from psychological to physical 
violence and the potential for intervention in the community.

研究分野：臨床社会心理学

キーワード： 恋人間暴力　恋愛関係　夫婦関係
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで数多くの恋人間暴力についての基礎的知見が積み重ねられる中で，本研究は複数の縦断的研究や二次デ
ータ分析及びコミュニティでの介入を行い，日本における恋人間暴力のエスカレートについて実証的データを積
み重ね，資料となるデータを蓄積した。また，コミュニティへの介入を実践することにより，恋人間暴力の予防
へのコミュニティアプローチの可能性を示すことができた。これらの成果は，恋人間暴力の予防的介入に対する
有益な資料となるであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
恋人間の暴力被害及び暴力加害はどちらも，抑うつの発症と悪化，睡眠障害，過度のアルコー
ル摂取など心身の不健康の原因となる(e.g., Beydoun et al., 2012, Exner-Cortens et al., 2012)。
すなわち，恋人間暴力は，青年や成人の健康や発達にとってリスクファクターであり，早期から
の予防的介入が望まれる。これまで日本や欧米で，中学生や高校生，大学生を対象とした恋人間
暴力への予防的介入が提案されてきた(e.g., Georgia et al., 2016; 須賀, 2014)。しかし，これま
での予防的介入には大きな課題が 4点あり，検討の余地が残る。 
（1） 恋人間暴力に関する知識啓発や態度形成に偏っている。これまでの予防的介入は，高校や
大学での一斉授業によって知識啓発や態度形成を目指してきた。しかし，この形式では，
恋人間暴力への予防効果は小さい(e.g., De Ra Lue et al., 2017)。そのため，知識や態度を
恋人間暴力の予防行動と結びつける手立てが必要である。 

（2） 心理的暴力の認知に対する働きかけが行われていない。心理的暴力は認知しにくく，身体
的暴力へと激化しやすい(Salis et al. 2014)ため心理的暴力を認知して予防行動を取るこ
とが重要である(相馬・浦, 2010)。しかし，これまでの予防的介入は心理的暴力の認知へ
の働きかけが不十分であり，心理的暴力の認知を促す手立てが必要である。 

（3） 恋人間の相互作用パターンを扱っていない。恋人間の相互作用は，繰り返されることでパ
ターン化される(Murray & Holmes, 2011)。ネガティブな相互作用のパターン化は，恋人
間暴力の発生の一因となる(Finkel, 2010)。知識啓発や態度形成では相互作用パターンは
変容しにくく，パターン化された相互作用を修正する手立てが必要である。 

（4） 予防的介入のためのツールが整っていない。日本の予防的介入は研究実施とその報告に留
まる。そのため，予防的介入の実施を支援するツールを開発することが望まれる。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，心理的暴力への予防行動を促す予防的介入の手法を開発し，その効果検証を
行うことであった。この目的を達成するための介入手法として，実行意図の形成を援用する。実
行意図とは「もしも○○ならば(if)，そのときは△△する(then)」という if-then形式の行動計画
であり，既有知識や態度と行動の結びつきを強くし，行動生起のきっかけとなる刺激の検出力を
高める(Gollwitzer, 2011)。また，パターン化・自動化された恋人間の相互作は if-then形式の知
識として保有される(Murray & Holmes, 2011)ため，実行意図の形成は恋人間のパターン化され
た相互作用の修正にも効果的である。そのため，実行意図の形成によって，恋人間暴力に関する
知識や態度と行動を結びつけ，心理的暴力を認知しやすくなり，予防行動の生起が促されると期
待される。また，予防的介入のためのツールとして，実行意図の形成を補助するスマートフォン・
アプリを開発し，そのアプリを用いた予防的介入を開発する。 
 
３．研究の方法 
まず，（1）実行意図の形成による介入を行うべく，インターネット調査をいくつか行った（研
究 1，研究 2，研究 3）。その際，調査では恋愛関係だけではなく夫婦関係も対象とした。次に，
（2）既存のデータの二次分析を行い，恋愛関係における恋人間暴力の激化やストーキングの激
化過程について検討した（研究 4，研究 5）。その後，（3）地域コミュニティを対象とした実践的
介入を行った（研究 6）。しかし，COVID-19 の流行もあいまって，介入実験やアプリ予防には
到達できなかった。 
 
 
４．研究成果 
研究 1 18 歳から 29 歳の成人 321 名を対象に，恋愛関係
への接近コミットメント（関係から得られる報酬に接近
するために関係を維持しようとする動機づけ）が心理的
暴力の被害認知を抑制するかを検討した。調査は 3 ヶ月
間隔の 2 時点で調査を行った。その結果，最初の時点で
暴力被害を受けていた場合，接近コミットメントが強い
と 2 時点目の心理的暴力被害認知が低くなることが示さ
れた（Figure 1）。この結果から，接近コミットメントの
強さが，心理的暴力の被害を気づきにくくしていると推
察された。本研究の成果は，日本心理学会第 85 回大会
（2021 年）において発表された。 
 
 
研究 2 夫婦ペアを対象にした調査，COVID-19 の流行に伴い，夫婦関係の質や夫婦間暴力の様相
が変化したかを検討した。289 組の夫婦を対象とした分析の結果，夫婦間暴力の加害や被害は低

Figure 1 接近コミットメント
と暴力被害認知の関連 



い水準で変化しなかったのに対し，関係満足度や接近コミットメント，回避コミットメントは
COVID-19 による緊急事態宣言が出された時期を契機に強くなることが示された。本研究の一部
は，査読付き雑誌である実験社会心理学研究に掲載された。 
 
研究 3 恋人がいる 200 名を対象に，恋人との関係でパターン化された実行意図の内容と心理的
暴力被害や恋人間暴力への予防行動の関連を検討した。その結果，恋人との対立を避けるような
実行意図がパターン化されている人は，暴力被害の経験が多く，また，予防行動が少ないことが
明らかにされた。しかし，実行意図のパターンの類型化については十分な証拠が示されなかった。 
 
研究 4 日本性教育協会による青少年の性行動調査
の第 7 回調査（2011 年）と第 8 回調査（2017 年）
のデータに対して二次データ分析を行った。その結
果，高校生や大学生の暴力被害が心理的暴力から身
体的暴力，性的暴力へと発展する可能性が明らかに
された。また，友人とのコミュニケーションの少な
さや性の情報として先輩や友人を利用している可
能性が明らかにされた。本研究の結果は，書籍「若
者の性の現在地―青少年の性行動全国調査と複合
的アプローチから考える」に掲載された。 
 
 
 
 
研究 5 警察が扱ったストーカー事案及び配偶者からの暴力事案を対象とした二次データ分析
を行った。その結果，ストーキング被害の様相が，身体的暴力被害によってのみ特徴づけられる
グループ，復縁要求や大量のメールメッセージなど接近探索によって特徴づけられるグループ，
さまざまな行為に特徴づけられるグループ，暴言や脅迫に特徴づけられるグループ，軽度の近接
にとどまるグループに分類することができた。これらのグループで交際中の暴力被害に違いが
あるかを検討した結果，身体的暴力被害によってのみ特徴づけられるグループは交際中の身体
的暴力の被害が高い傾向にあること，さまざまな行為に特徴づけられるグループは交際中の身
体的暴力や心理的暴力，性的暴力の被害が高い傾向にあること，暴言や脅迫に特徴づけられるグ
ループは身体的暴力や性的暴力の被害経験が高い傾向にあることが明らかにされた。これらの
結果から，交際中の暴力は交際終了後のストーキング行為へとエスカレートする可能性が示さ
れた。本研究の結果は，日本グループダイナミクス学会第 67 回大会にて発表された。 
 
研究 6 恋人間暴力の一因として，恋人間の相互作用がジェンダー規範に基づいた実行意図によ
ってパターン化されている可能性が考えられる。しかし，大学生をはじめとした早期成人期の人
たちにとって，ジェンダー規範は実感しにくく，また，話題にしにくいなどの現実的な問題が存
在すると考えられる。そこで，ジェンダー規範への介入として，地域コミュニティにおける介入
を試みた。地域コミュニティへの介入に注目した理由は，恋人間の暴力予防に対する授業形式の
一次予防は効果が小さい場合も多く，その他の有力な手法としてコミュニティを育てることが
考えられるためである（Banyard & Hamby, 2022）。そこで，大学生のチームを構成し，ジェンダ
ーについて考えるための実践の創発を試みた。その結果，ジェンダーを反映した歌詞に基づく楽
曲作成が提案され，実行された。これにより，ジェンダーの問題について仲間内で議論するきっ
かけづくりを行った。 
 
以上の成果について，小学校や中学校，高校の教諭，若者のコミュニティ形成をになうユース
ワーカー，民間婚活会社の社員，警察関係者，スクールカウンセラー，広告クリエイターなどと
随時情報交換を行った。そこでは，本研究の成果に基づき，恋人間暴力の現状やその現状に対す
るインパクト，より広範囲に効果のある介入のあり方，社会への発信のあり方について議論を重
ねた。 
 
COVID-19 の流行によって実行意図の形成に基づく形成は十分に行えなかったものの，これま
で数多くの恋人間暴力についての基礎的知見が積み重ねられる中で，本研究は複数の縦断的研
究や二次データ分析及びコミュニティでの介入を行い，日本における恋人間暴力のエスカレー
トについて実証的データを積み重ね，資料となるデータを蓄積した。また，コミュニティへの介
入を実践することにより，恋人間暴力の予防へのコミュニティアプローチの可能性を示すこと
ができた。これらの成果は，恋人間暴力の予防的介入に対する有益な資料となるであろう。 
 
 

Figure 2 恋人間暴力のエスカレート 
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